
 

 

3-04 地域福祉の充実 

 

 

 

視 点 ●みんなが支え合い安心して暮らせる「やさしいまち」をつくること 

 

 

3-04-01 地域福祉 

 

令和８年度の目指す姿  

●身近な日々の暮らしの場である地域社会で、多様な生活課題に地域全体で取り組む仕組みがつく

られています。 

●地域福祉に関する活動への住民参加が促進されています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●ここ数年はボランティアセンター登録団体数が 16 で頭打ちとなっており、目標を達成できてい

ないことから、目標値の設定を見直すことが必要です。 

 

現 状 と 課 題  

●新型コロナウイルス感染症の感染拡大、超少子高齢社会や核家族化、ライフスタイルや価値観の

多様化等、市民生活を取り巻く環境が大きく変化し、地域のつながりの希薄化が進む中で、地域

の中で暮らす人の孤立化が一層進むことが懸念されています。 

●市民が自分の住む地域において、住民とのつながりを持ち、ともに地域で活動できる環境づくり

が必要となっています。 

 

後期５年間の方向性  

●地域福祉について、全体的な意識啓発に取り組んでいきます。 

●民生児童委員の機能と役割を尊重し、活動を支援していきます。 

●地域における障がい者や高齢者、支援を必要としている人が暮らしやすい環境づくりを進めてい

きます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

ボランティアセンター登録団体数 (団体) 16 17 17 17 18 18

 

 

3-04-02 障がい者福祉 

 

令和８年度の目指す姿  

●障がい者が自立して生活できる環境となるよう、市民の障がい者に対する理解を深め、差別や偏

見のない社会が構築されています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●いずれの指標も目標を達成しており、今後の数値目標も同程度が適切と考えます。 
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3-04 地域福祉の充実 

 

 

現 状 と 課 題  

●社会や生活環境の多様化から精神障がいが増加傾向にあるほか、発達障がいのある方も障がい者

として位置付けられましたが、職場など社会的な受け入れ体制が整っていないのが現状です。 

●障がい者が自立するための相談や支援体制が整ってきていますが、専門的な知識を持った人材の

確保などが求められています。 

 

後期５年間の方向性  

●障害者差別解消法の制定を受け、障がい者が安心して社会で活躍し、地域で暮らせる環境整備を

進めていきます。 

●障がい者に対する支援やサービスなどの情報を提供し、相談しやすい場の充実を推進していきま

す。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

福祉施設から一般就労への移行者数 (人) 5 2 2 2 2 2

就労移行支援事業所利用者数 (人) 3 2 2 2 2 2
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